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小学校・総合的な学習の時間の目標を実現するための
教科横断的な学習活動のデザイン
―集散型学習活動による主体的・対話的で深い学びの促進―
舟 生　日 出 男
1．総合的な学習の時間と主体的・対話的で深い学びの関係
　知識基盤社会である現代では，新しい情報や知識が日々産出されるとともに，その
一方で陳腐化していく情報や知識も多い。そのため人々には，昔のように知識や技能
を多く蓄えていることは，必ずしも求められない。むしろ，必要に応じて情報や知識
を取得したり，方法を新たに取り入れて問題解決にあたることが求められる。そうし
た能力を育成するための枠組みとして，初等中等教育では「総合的な学習の時間」が
設けられている。
　能力を育成するための方法について考えると，伝統的な知識伝達型，正解主義の
学習観では，このような能力を伸ばすことは明らかに困難である。そのため近年で
は，アクティブ・ラーニングが注目されている。溝上 (2015) によれば，アクティブ・
ラーニングとは「一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越え
る意味での，あらゆる能動的な学習のこと」であり，「能動的な学習には，書く・話
す・発表するなどの活動への関与と，そこで生じる認知的プロセスの外化を伴う」と
されている。アクティブ・ラーニングの形態は多様であるが，様々な授業実践で取り
入れられている「話し合い活動」もアクティブ・ラーニングの 1 つの形態である。他
者との話し合いの中で，自身の考えを具体化して表明することや，表明された自他の
考えを比較して吟味することには，認知的プロセスの外化が伴っている。また，この
ような活動にはリフレクションが伴っており，深い理解が期待できる。なお，アク
ティブ・ラーニングについては，「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のま
とめ」（文部科学省 2016）の中で，「主体的・対話的で深い学び」という言い回しに
置き換えられ，その実態や目的がより明確になっており，本論文においても，以降で
は「主体的・対話的で深い学び」を用いる。
　以上のように，近年の動向を踏まえると，総合的な学習の時間において「主体的・
対話的で深い学び」を導入することは当然であると言えるだろう。そこで，総合的な
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学習の時間と「主体的・対話的で深い学び」の関連について，考察する。現行の学習
指導要領（文部科学省 2011）には，総合的な学習の時間の目標について次のように
掲げられている。
　
横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，
自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成すると
ともに，学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，
創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるよ
うにする。
　
　まず，冒頭の「横断的・総合的な学習」については，教科横断的な課題として，法
教育等，情報教育，科学技術教育，環境教育，キャリア教育，食育，性教育，安全教
育が上げられており，情報教育についてはとりわけ，情報を批判的に読み解くメディ
ア・リテラシーの指導が強調されている（文部科学省 2006）。次に「探究的な学習」
は，主体的・対話的で深い学び全体を指していると言える。続く，「自ら課題を見付
け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し」と「問題の解決や探究活動に主体的」は
「主体的な学び」に，「協同的に取り組む態度」は「対話的な学び」に，「よりよく問
題を解決する資質や能力」と「自己の生き方を考える」は「深い学び」に対応してい
る。これらのことから，総合的な学習の時間の目標を達成するためには，児童の学習
活動を主体的・対話的で深い学びにする必要があると言える。
　この点を踏まえ，教員養成課程での指導法について考える。「コアカリキュラム
（案）」（文部科学省 2017）における「総合的な学習の時間の指導法」の「全体目標」
の前半では，「総合的な学習の時間は，探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総
合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていく
ための資質・能力の育成を目指す」と述べられている。先述の対応関係を考えると，
この目的を実現するためにはやはり，学習者中心・学習者主体の，主体的・対話的で
深い学びに基づいた活動形態にせざるを得ないだろう。また，この活動形態について
教員養成課程の学生に指導するには，実践できていない学生が少なくないことから，
深い理解と実践力の習得を目指して，実践的・体験的な学習が必要であると考えられ
る。
　ところで，一般的な授業実践では，意見の表明が活発であるなど，学習者が主体
的・対話的に学んでいるように見えることが多い。しかし，1990 年代の新学力観の
頃によく見られた「態度主義」に陥っていることも少なくない。例えば，学習者が他
の学習者に対してほぼ一方的に自身の考えを表明するだけで終わる場合，主体的では
あるかもしれないが，どのような学びとなっているのかが不明瞭であり，対話的な学
びも実現できていない。また，授業時間内に収めるために，発散した活動を教師が強
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引にまとめる場合，学習者の理解が不十分なままとなる。つまり，学習者が主体的・
対話的に振る舞っていれば良いのではなく，その中に学びがあること，そして，深い
学びに至っていることが問われるのである。
　では，どのようにすれば，深い学びを実現することができるのであろうか。無藤
（2017）によれば，学習者は，主体的・対話的学びを通して，深い学びに至る。つま
り，ただ単に多く発言するだけ，それを聞くだけで終わっては，学びは浅いままとな
るのである。無藤の言葉を借りれば，頭に入ってくる情報をつないで構造化すること
や，既知のことがら結びつけて「脳の中の回線をつなぐ」ことが不可欠である。言い
換えれば，教科書や教師の発言，板書などのリソースや，表出された自他の考えの中
から重要な情報を抽出し，それらをつなげて知識構造を作り上げたり，既存の知識構
造につないでいく作業が必要である。つまり，情報を取り入れたとしても，それらが
バラバラで断片的なままにとどまるのではなく，「構造化」されることが重要である
と言える。では，その構造化の過程をどのように支援すればよいのか。この点につい
て，次で述べる。
2．主体的・対話的で深い学びの活動モデルとしての集散型学習活動
　集散型学習活動（鈴木ほか 2014）の考え方によれば，話し合いに基づく協働学習
には次の 4 段階が求められる。
　
1．自身の考えを出す（個人での活動）
2．自他の考えを共有する（協働での活動）
3．練り上げて協働での知識（アイディア）構造をつくる（協働での活動）
4．自分なりに考え直す（個人での活動）
　
　一部の良質な実践を除いて，多くの授業実践では，段階 2 もしくは段階 3 まででと
どまっていると考えられる。例えば，質疑応答が不活発なプレゼンテーションなどは，
一方的に説明したり，その説明を聞くことが繰り返されるだけで，共有の成果はほ
とんど見られない。つまり，個人での活動からの発展が見られず，段階 2 の途上で終
わってしまうのである。また，グループなどで共有した情報から何らかの知識を作り
上げたとしても，個人での振り返り時間がそもそも不足していたり，作り上げた知識
から離れて，それに基づかずに振り返っていることも少なくない。つまり，段階 3 ま
での活動にとどまってしまうのである。
　鈴木ほか（2014）は Johnson et al.（1993）の指摘を踏まえながら，グループでの
学習では，作業への参加や貢献の度合いや発言量，議論の理解度に差があり，個人的
な振り返りが必要であることを示している。このことから，協働で作り上げた知識構
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造を自分なりにまとめ直したりしながら考え直さなければ，納得的な理解に至ること
は難しいと言えるだろう。
　このように，段階 2 や 3 までの活動だけでは，考えを深める過程が不足しているこ
とから，知識の構造化が不十分なままとなる。そのため，段階 4 までの活動が必要で
あると言える。次では，段階 4 までを含んでデザインされた，小学校における授業実
践事例について説明する。
3．主体的・対話的で深い学びを促進する集散型学習活動の例
　佐藤実践（舟生ほか 2016）では，小学校の総合的な学習の時間において，集散型
学習活動（鈴木 2014）に基づき，メディア・リテラシーについての理解を深めるた
めの話し合い活動が実施された。メディア・リテラシーに関して問題状況が書かれた
題材を読み，どのように考えたり振る舞ったりすべきかについて，児童たちが個人や
協働でアイディアを練り上げた。ICT 機器を活用しながら，個人で表出したアイディ
アをグループで共有し，分類したり関係を考えながら練り上げ，その成果を個人に持
ち帰り，個の視点でさらに発展させる学習活動を行っている。
　本実践は 2016 年 2 月に 4 回行われた。東京都内の A 小学校第 6 学年の 1 学級で
30 人の児童が対象であり，4 人（一部で 3 人）で 1 グループとし，各回それぞれ 8 グ
ループが編成された。
　
3-1．XingBoard
　本実践では ICT 機器として，集散型学習活動を支援するために開発されたタブレッ
ト型 CSCL システムである「XingBoard（略称 : XB，図 1 ～ 3）」（鈴木ほか 2014）
を用いている。XB では，複数台（基本構成は，縦 2 台×横 2 台からなる 4 台）のタ
ブレット（iPad, Android など）をつなぎ合わせて 1 枚の「模造紙」のように見立て
る。例えるなら，1 枚の模造紙を分割して，複数台のタブレットに割り当てるような
方法である。まず，個人での活動では，自身が持つタブレット上で，思いついたこと
や考えたこと，分かったことなどを表すラベル（付箋紙）を貼り付けたり，移動した
り，階層的にグルーピングして，自分のアイディアを表現する。次に，協働での活動
では，グループ全員のタブレットを近接させて，「模造紙」全体を眺めて自他のアイ
ディアを共有する。そして，タブレット間でラベルを飛ばし合い，まとめていく中
で，グループとしてのアイディアを練り上げる。最後に，「模造紙」全体のラベルを
コピーして，個々のタブレット上に分配して自身の成果物として持ち帰り，個人での
活動に移って自分なりに考え直して理解を深めていく。
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3-2．学習活動のデザイン
　集散型学習活動と主体的・対話的で深い学びとの対応関係を踏まえ，本実践では，
前述の段階 1 ～ 4 を，次の第 1 ～ 3 段階として再編成している。なお，グループは基
本的に 4 人で 1 グループとし，XB の組合せ方は基本構成の縦 2 台×横 2 台としてい
る。
第 1 段階：個人検討
テーマに基づいて，自身のアイディアをキーワードやキーセンテンスの形で，XB
の画面にラベルとして書き出す（図 1）。
第 2 段階：グループ検討
グループ（4 人 1 組）で XB の画面を突き合わせて，全員のアイディアを共有する。
話し合いながら整理したり，新たなアイディアを出して，グループとしてのアイ
図 2 グループ検討終了後の XB 画面（分配後）（舟生ほか 2016 より引用）
図 1 個人検討終了後の XB 画面（舟生ほか 2016 より引用）
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ディアをまとめる。最後に，XB の分配機能によって，グループとしてまとめた
内容を各個人の画面に分配する（図 2）。
第 3 段階：個人での再構築
グループでまとめた結果を各自持ち帰り，グループの意見をもとに個人で再編
集・再検討して発展させる。XB の画面で，自分なりに整理し直したり，新しい
アイディアを追加する（図 3）。
　
　なお，各段階の終了時点で図 4 のようなワークシートに記入させて，段階ごとに考
えをまとめさせている。これらを振り返ることで，自身のアイディアがどのように変
わったり，発展していったのかを把握することができる。
　
3-3．各回のテーマ
　小学校 5 年生の女子児童が，家庭や学校において，日常生活に関わる情報活用に
ついて考えたり悩んだりするエピソード（舟生編 2012）を題材として活用している。
各回のテーマとエピソードの概要を以下に示す。なお，図 1 ～ 4 は第 4 回の実践にお
けるあるグループの成果物を示している。
図 3 個人での再構築後の XB 画面（舟生ほか 2016 より引用）
図 4 各段階の終了時点で書くワークシート（舟生ほか 2016 より引用）
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第 1 回：著作権
運動会のポスターに「ピ○チュウ」を描こうとする児童の意見を契機として，他
者の著作物の正当な利用について考える。
第 2 回：情報モラル
遠隔地の学校の児童たちとメールを通して交流する中で，些細なことから発生し
たトラブルについて考える。
第 3 回：情報活用の実践力
遠足の際に持参するおやつを限度額以内で購入するために，チラシを活用したり，
お菓子の量や質を判断して，効果的な買い物を実現する。
第 4 回：メディア・リテラシー
高額な小遣いをもらっている子どもがいることを紹介するテレビ番組の視聴とそ
れに関する親子の会話を通して，編集された番組を批判的に読み解くことの必要
性を考える。
　
3-4．学習活動の成果
　XB の画面やワークシートの記述を分析した結果から，第 2 段階のグループ検討に
おいて他の児童のアイディアを取り込み，第 3 段階の個人での再構築において，協働
での知を個の知として発展させ，テーマに基づいて批判的に思考できている様子が見
られた。
　まず，第 2 段階のグループ検討や第 3 段階の個人での再構築では，集められたラベ
ルの価値を判断し，配置やグルーピングによってそれらの関連を，また，色や数字を
付加することでそれらの重要度を表現したり，そうした過程の中で着想を得て新たな
ラベルを追加していた。これらのことから，主体的な学びが実現されていたと言える。
　次に，グループ活動ではこの一連の流れにおいて，自身がアウトプットしたラベル
に関し，その理由などを他の児童に対して説明できていた。このことは，対話的な学
びが実現されていたことを示している。
　次に，深い学びについて，オーナーシップの観点から考察する。望月（2016）は，
Chi が提唱した ICAP フレームワークに触れつつ，思考過程をアウトプットすること
で，他の学習者が推論を働かせるための新しい認知的資源になるとともに，アウト
プットした知識に対して，学習者が自分でものにした知識であると感じるオーナー
シップが得られると指摘している。今回の実践では，グループ内の他の児童からラベ
ルを送ってもらったり，分配してもらえる。そのため，第 1 段階の個人検討において
ラベルをあまりアウトプットできていない児童でも多くのアウトプットを得ることが
でき，その後の活動を進めることができていた。このような現象は他の形態の学習活
動においてはほとんど見られず，通常はアウトプットできていなかったがために話し
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合いへの参加も難しく，取り残されてしまいかねない。このことは，先行する実践研
究報告（菊地 2014）においても同様の場面が見られており，主体的・対話的で深い
学びをデザインし，実践する上で興味深いと言える。
　なお本実践は，ルーブリックに基づいた評価もなされている（ベネッセ教育総合
研究所 2017a, 2017b）。課題認識，情報の整理（まとめ方），情報の評価（内容・質），
視点の多様性（意見の取り入れ），論理的整合性の 5 つの規準から構成されるルーブ
リックで評価した結果，第 2 段階のグループ検討を通してグループで共有することで
「課題認識」が補正されたこと，全員で共有することで「視点の多様性」が向上した
ことが示されている。これらのことからも，主体的・対話的な学びが実現できていた
と言えるだろう。また，第 3 段階の個人での再構築では，「情報の整理」と「情報の
評価」が向上したこと，「視点の多様性」も第 2 段階よりも大きく向上したことが示
されている。これらのことから，深い学びも実現できていたと言える。
　このように，学級全体として観れば，集散型学習活動に基づいてデザインされた
話し合い活動を通して，主体的・対話的で深い学びが実現されたと言える。ただし，
個々の児童を観た場合，それぞれの児童なりに深い学びに至っている可能性はあるも
のの，その学びの程度に差があることは否めない。今後はそうした児童を細やかに支
援する方法についても考える必要があるだろう。
4．まとめと今後の課題
　本論文では，総合的な学習の時間の目標を達成するためには，児童の学習活動を主
体的・対話的で深い学びにする必要があることを示し，話し合い活動において深い学
びまでを実現するには，集散型学習活動の考え方に基づいてデザインすることが効果
的であることを述べ，その小学校における事例として，佐藤実践における学習活動の
デザインや支援システム，成果について説明した。
　集散型学習活動については，練り上げて協働での知識構造をつくることまでは授業
などで経験している学生は多いが，自分なりに考え直して深い学びにつなげている学
生はそれほど多くはない。そのため，集散型学習活動の形態について教員養成課程の
学生を指導するには，実践的・体験的な学習が必要であると考える。その 1 つとして，
佐藤実践を体験させながら，活動の効果や指導上の留意点を考えさせることは有効だ
ろう。今後，佐藤実践をベースに，総合的な学習の時間の指導法について，学習活動
をデザインする予定である。
注
　本論文の 3 章は舟生（2016, 2017）を基に，発展的に構成している。
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Design of Cross-curriculum Learning Activities  
to Realize the Goal of the Period for Integrated Studies  
in Elementary School:
Promotion of Active, Interactive and Deep Learning  
through Based on the Learning through Transition  
between Personal and Collective Activities
Hideo FUNAOI
Abstruct
This paper shows that it is necessary to make learners to make active, interactive and deep 
learning in order to achieve the goal of the Period for Integrated Studies in elementary school, 
and… that… it… is…effective… for…deep… learning… in…discussion…activities… to…design… them…based…on… the…
learning… through… transition… between… personal… and… collective… activities.… Then,… educational…
practices…by…Sato…are…explained…as…a…case…of…such…design…and…supporting…system…and…outcome…of…
learning activity in the practices.
Many… students… have… experienced… creating… knowledge… structure… through… collaboration… by…
refining and reconstructing. However, only some of them could rethink and understand deeply 
by…themselves.…Therefore,…practical…and…experiential…learning…are…necessary…to…instruct…a…student…
in…teacher…training…course.…It…may…be…effective…for…such…students…to…experience…Sato’s practices 
and consider its effect for pupils, points of attention in instruction, and so on.
